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1．は じ め に
外国語教育は時の政治や経済の動きを受けて変化する。日本語教育も例外では




90 年に向けて急増しはしたが、2 度の震災 (95・11 年)・未曽有の円高 (95 年)





























































































































総務省 (2014) では 20 年の東京オリンピックを見据え、「訪日外国人が我が国
の世界最高水準の ICT を『サクサク』利用できるよう、選べて (Selectable)、
使いやすく (Accessible)、高品質な (Quality)、ICT 利用環境を実現すること















































































83 年 『生活日本語』(文化庁) 中国帰国者





87 年 『帰国者のための看听学』(文化庁) 中国帰国者
88 年 『講義を聴く技術』(産能短大) 留学生
90 年 『大学生のための日本語』(産能短大) 留学生
91 年 『じっせんにほんご』(国際日本語普及協会) 技能実習生
92 年 『にほんごをまなぼう』(文部省) 小学生
97 年 『論文ワークブック』(くろしお出版) 留学生
『日本で暮らす人のための日本語』(凡人社) 定住者
04年 『にほんご宝船』(アスク) 定住者・ボランティア
05 年 『介護の日本語』(日比ボランティア協会) 介護士
06年 『日本語おしゃべりのたね』(スリーエーネットワーク) 定住者・ボラ
ンティア












































































































































































































1 ) 『月刊日本語』編集部 (1995)
















などを行うことでも取り入れられる。」(文部科学省 2008 p. 24) とされる。
6 ) この場合は、音声の翻訳。
7 ) 読売新聞 2015 年 11月 14日。



































11) 丸山 (1991 pp. 35-37) に、a．・c．が述べられている。
12) 丸山他 (1991)『Talking Business in Japanese』(The Japan Times) 並びに、丸山他





教育再生実行会議 2013 ｢これからの大学教育等の在り方について (第三次提言)」
『月刊日本語』編集部 1995 ｢検証『留学生受け入れ 10 万人計画』 『21世紀への留学生
政策懇談会』元座長 川野重任氏にきく｣ アルク『月刊日
本語』 1994年 4 月号
清ルミ 1990 『Crash Japanese for Businessmen』(凡人社)




野田尚史他 2005 『コミュニケーションのための日本語教育文法』 くろしお出版
毎日新聞 2010 a．「ユニクロ：幹部会議や文書、英語公用化 12 年から」
2010 年 6月 24日
b．「楽天 12 年に英語公用語化、社内で完全実施へ 『国際戦略に欠か
せない』」 2010 年 7月 1 日
丸山敬介 1991 ｢日本語上級段階における専門教育の一モデル ――営業職にあるビジ




丸山敬介他 1991 『Talking Business in Japanese』(The Japan Times)
1999 『Writing Business Letters in Japanese』(The Japan Times)




http : //flit.iii.u-tokyo.ac.jp/index.html (最終閲覧日 2016 年 2 月 1
日)
読売新聞 2015 ｢29言語対応アプリ プロ並み通訳｣ 2015 年 11月 14日
今後予想される国内の日本語教育の動きと課題
一
六
